
保健だより
今年も残すところ１か月になりました。２０２４年はどのような年になりましたか？楽しく過ご

すためには、「健康」であってこそです。今年を振り返ってみて、自分の健康課題はなんでしたか?

中学生は自分で体調管理（自己管理能力）をできるようにしましょう。

R６年１２月号
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手首
手首まである洋服を着

たり、手袋をしたりしま

しょう！

首
タートルネックやマフラ

ーなどで首も温めまし

ょう。

足首
長い靴下や足首まで

のズボンなどで温めま

しょう。

今年も学校では、感染症対策
のために常時換気を行います。
ジャージや制服の中は温かい格
好をして、過ごせるようにしましょ
う。色の指定などは、保健だより
１１月号に載っています。



10月 28日（月）に薬物乱用防止教室を行いました。今年は栃木DARCの方をお呼びし、薬

物の恐ろしさやオーバードーズについて講話を聞きました。大麻にて検挙される未成年は栃木県に

おいても増加傾向にあるそうです。また、近年、話題になっているオーバードーズは、薬物使用に

関する全国高校生調査によると、「市販の咳止め薬や風邪薬を乱用目的（治療目的ではなく）で使

用した経験がある」という高校生は「約６０人に１人の割合」になっています。全国の高校生にお

ける違法薬物及び市販薬乱用の経験率は、大麻の使用率の約１０倍も市販薬の乱用が多いとの話を

聞きました。

令和６年度よい歯の図画・ポスター、作文、標語のコンクール

「標語の部」
保健だより１１月号では「那須地区」で入選した生徒を紹介しました。今回は、「栃木県」での審

査結果になります。１年 齋藤 愛海さんの標語が栃木県での審査の結果、「入選」されました。以
下の場所で展示されます。おめでとうごさいます！！

今回の司会・進行・謝辞は３年の保健委員会の生徒が行いました。

【生徒の感想一部抜粋】

・薬物を使って捕まってしまう人の６～７割の人はもう一度捕まってしまうこと、薬物

を使っている人は孤独を感じていること、身近にも危険があることなどがわかりました。

・講師の方が実際に依存してしまった体験やするつもりはなくても、人間関係や環境

などで思わず服用してしまうこともあると知り、とても危険だと思いました。覚醒剤や大麻を服用することだけが

薬物乱用ではなく、「オーバードーズ」の風邪薬や市販の薬などを用途を守らずに多く服用することも薬物

乱用になってしまうので、自分を守るだけでなく、周りの人も巻き込まないように、しっかりとしていきたいです。

・大麻や覚醒剤と違って簡単に手に入る市販の風邪薬などでも乱用につながり、薬物乱用は意外と身近に

あるものなので気を付けたいです。

・市販の薬も用途を間違えてしまうと危険なものになるということが分かりました。

・薬物を乱用してしまった人からの話を聞くことで、身近に潜む薬物の恐怖について知ることができました。

期 間：令和６年１２月７日（土）～１２月１３日（金）

場 所：栃木県庁本館１５階「展望ロビー」

宇都宮市塙田１－１－２０

開館時間：平日 ８：３０～２１：００

土日・祝日 １０：００～２１：００

※最終日は、正午までとなります。


